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調査事件１４ 岩部地区等活性化及び昆布養殖作業省力化に向けた取組状況

について 

 

I 岩部地区等活性化計画の推進について 

町では、令和５年度に策定した「岩部地区等活性化基本構想」の推進を図

るため、先の経済福祉常任委員会での意見も踏まえ、福島町商工会及び福島

町観光協会並びに（一社）福島町まちづくり工房（以下「工房」という。）な

どをメンバーとした「岩部地区等活性化推進ワーキンググループ（以下「ワ

ーキンググループ」という。）」を設立し、本構想に係る具体的な方策を協議

しております。 

また、地元である岩部町内会の石川会長へ当計画の概要を説明し、事業計

画の推進に理解をいただいているところでもあります。 

 

１ 岩部地区等活性化推進ワーキンググループの設立について 

令和６年７月２２日に、岩部地区等活性化基本構想の具体的な展望や推進

計画などについて情報共有や意見聴取を行うため、ワーキンググループを立

ち上げております。構成メンバーは商工会、観光協会、工房並びに町産業課

の職員に加え、オブザーバーとして(株)開発工営社に参画をいただいており

ます。 

 

（１）ワーキング会議の開催状況について 

第１回   ７月２２日  「設立の趣旨及び事業展望について」 

 １０名参加 

第２回  １１月２２日  新たな観光資源となる探索ルートの開拓 

              ５名参加 

 

（２）第１回ワーキング会議の開催概要について 

第１回の会議においては、同基本構想の策定を受託した(株)開発工営社

の担当者から「岩部地区等活性化基本構想」の説明を受け、岩部地区の「山」

「川」「海」の手つかずの自然を最大限に活用すべく、現実的に開発可能な

エリアの確認と情報の共有をしております。 

具体的には、すでにある建物・設備を活用する視点に立ち、構想具現化の

第一段階として、「交流センターを中心とした管理エリアの整備」、「河川の
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整備」及び「岩部展望台の整備」の３つの案を挙げ、整備の可否や優先性に

ついて協議しております。 

各委員からは多様な意見が出されましたが、３つの案のうち、河川の整

備については、国や道との許可関係、事業規模や予算の膨張が懸念され、整

備に時間や費用を要すると判断し、第一段階としては、「交流センターを中

心とする管理エリアの整備」及び「岩部展望台の整備」を優先することとし

ております。 

また、本会議では、「キャンプ場の整備」についても協議しており、グラ

ンピングが可能なトレーラーハウスを岩部地区に整備する案がありました

が、利用する土地の確保やトレーラーハウスの新規整備に係る費用といっ

た問題に加え、ヒグマ等への対策に万全を期す必要もあり、そのための意

見を専門家から聴取するにあたっては、複数台の自動カメラの設置などで

生息・出没状況を把握した資料が必要となることから、現段階では優先順

位を上位に設定せず、今後の検討事項として先送りしております。 

なお、吉岡温泉跡地を利用したキャンプ場の整備についても、現在、旧吉

岡温泉施設は、コンブ加工業者に倉庫として貸付し利用していただいてい

ることもあり、当面は、現状の施設を維持した管理を進めることとし、キャ

ンプ場の整備を検討する段階に入りましたら、近隣住民との意見交換を開

催し、整備の可否について決定することとしております。 

 

（３）第２回ワーキング会議の開催概要について 

第２回ワーキング会議では、岩部地区の観光資源の開拓を目的として、

令和６年１１月２２日に(株)開発工営社の担当者及び工房職員とともに、

岩部岳付近の散策ルートの調査を行っております。 

調査は、岩部地区交流センターから北へ進み、岩部岳の中腹まで進行し

た後、東へ尾根伝いに進み、クルーズ船で迎えに来ることが可能なタタミ

川の河口付近までを目指すルートとしました。 

ルートを実際に確認したところ、足場が悪く、傾斜がきつく直立が困難

な状態もあり、また、比較的傾斜が緩やかな尾根でさえも足場が狭く、人が

すれ違うのが困難な状況で、登山初心者が多い観光客や子供連れ向けの開

発はかなり難しいとの判断に至っております。 
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２ 岩部クルーズの運航について 

岩部クルーズの魅力をさらに高めるには、乗船前後の滞在時間及びアクテ

ィビティの創出など、クルーズ船以外の体験ができる仕組みづくりが重要と

捉えております。 

ハード整備以外にソフト事業として展開が容易となる体験プログラムにつ

いては、工房と連携を図り観光で訪れる方のニーズを的確に捉え、クルーズ

との相乗効果が図られるよう取り組んでまいります。 

クルーズ船運航ダイヤの見直しについては、開業から２年間は１日３便で

の運航となっております。ただ、第１便が午前８時と遠方の利用者には早い

時間帯となったことから利用が少ないなどが課題となり、令和３年度から第

１便を９時からの出航に変更しております。また、時間短縮とともに天候状

況に応じて、１日第４便目の臨時便の対応を始めております。 

現在のクルーズ船の予約者の８割強が前日に函館市内に宿泊して旅行を楽

しむスタイルとなっており、当日の朝に福島町へ来町されるお客様が多い状

況にあります。 

 

 

３ 今後の事業の方向性について 

町では、ワ―キング会議の検討や現地調査を踏まえ、来年度から事業計画

の推進に向けた作業を進めることとしております。 

まず、「岩部展望台の整備」については、過去に展望台や遊歩道が整備され

ており、再整備は必要であるものの、岩部地区交流センターからの距離が近

いことから、岩部クルーズの観光客や町民が訪れやすく、また、岩部海岸の

新しいビュースポットとして景色を一望できる散策コースの整備が可能であ

るため、予算の規模を鑑みても、実現性が高いと判断しております。 

来年度は、岩部展望台への遊歩道の整備に向けた作業として、地権者への

承諾に加え、展望台付近は保安林に指定されていることから、ルート整備に

係る樹木の枝落とし等の協議を進め、関係者等の承諾を得た後に予算措置を

行うなど、新たな観光資源として整備を進めてまいります。 

また、管理エリアの整備にあたっては、まず、岩部地区交流センターや観

光客が訪れるエリアの拡大を図るため、交流センター背後に位置する民家２

棟を買収及び改修等を行い、売店や休憩室などの多目的施設として整備する

ことを検討しており、財産所有者との交渉を行っております。 
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財産所有者からは、岩部地区の活性化事業に対する内容はご理解いただい

ておりますが、相続が容易でない旨の回答を得ております。 

相続登記等の手続きは時間を要すことから、相続等の支援をしながら引き

続き交渉を進めることとしております。 

なお、河川の水辺環境の整備やキャンプ場整備などについては、引き続き

ワーキンググループで協議を進め、岩部地区に来て良かったと思っていただ

ける地域づくりに努めてまいります。 
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Ⅱ 昆布養殖作業省力化に向けた取り組み状況について 

 

１ これまでの経緯について 

令和６年２月６日開催の当常任委員会において、「コンブ養殖作業省力化検

討計画」について、検討計画の策定状況や今後の方向性について説明したと

ころです。 

養殖昆布漁業者の多くが課題と上げている「ヒドロゾア」付着対策につい

ては、当常任委員会からは「情報を積極的に収集し検討すること」と意見を

いただいており、令和６年度では水産技術普及指導所と連携し、情報収集に

努めるとともに成熟誘導の可能性等の調査を進めております。 

成熟誘導の可能性調査については、天然昆布の母藻確保が重要であります

が、今年度は母藻の確保が厳しい状況となったため、試験を断念しておりま

す。引き続き、海水温上昇による昆布の生育対策として様々な取組を模索し

てまいります。 

 

２ 養殖昆布漁業者の経営体数及び水揚げ状況について 

養殖昆布漁業は、高齢化により廃業する漁業者はおりますが、家族内での

世代交代や新規着業者等の加入により近年の経営体数に大きな増減はなく、

比較的安定的な着業者数で推移しております。 

また、福島町内に設置している養殖昆布用ブロック施設については、現在、

福島地区、吉岡地区ともに設置施設の空きがない状況で生産されております。 

養殖昆布の生産状況はここ数年安定しており、令和６年は天然昆布の不漁

を受けて、価格が高値で推移したこともあり、大幅な増収となっております。 

なお、経営体数及び水揚げ状況は、次の表のようになっております。 

 

 ■養殖昆布経営体数                   （単位：人） 

区 分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

吉岡地区 ３５ ３５ ３５ ３３ ３３ 

福島地区 ２４ ２４ ２４ ２６ ２６ 

生 昆 布 

（マグロ漁業者） 
－ － － ６ ６ 

合  計 ５９ ５９ ５９ ６５ ６５ 

  ※各年度では、廃業や継承、新規着業等の増減は生じております。 
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■養殖昆布の生産数量及び金額            （単位：ｔ、千円） 

区 分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

取扱数量 675 758 675 668 691 

取扱金額 633,446 530,837 522,703 605,294 830,028 

※上記数値は、漁協作成の業務報告及びくみあいだよりから記載しております。 

 

  
 

 

 

 

３ 昆布乾燥試験機実証試験の参加 

令和６年７月２４日に㈱北海シーウィードの昆布加工施設において、北海

道庁が主催する「昆布乾燥試験機実証試験」が開催され、当町の養殖昆布漁

業者１２名の参加により、ＩＣＴ技術を活用した昆布乾燥機の実用性等を見

学しております。 

参加した漁業者からの意見は、 

・１日の水揚げ量は、１番切りで 1,500 枚から 2,000 枚以上になるため、

施設規模を大きくする必要が出てくる。 

・大量に乾燥させるには、現状の台車式の作業が有効である。 

・乾燥にバラつきがある。（中心部に標準を合わせると端が乾燥しすぎ） 

・個人漁業者としては、設備導入は非現実的である。 

・良い設備ではありますが、まだ実用的ではない。 
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漁業者からは、上記のような意見が出され、協業化設備として導入しても、

一日あたりの乾燥処理量を考えると、昆布漁家の乾燥を賄うには、施設規模

を拡大する必要もあり課題が残るとの意見があり、また、乾燥機の導入に対

する費用対効果が得られないという結果となりました。 

北海道では、「ＩＣＴ技術等を活用した昆布生産対策」を進めており、道内

で課題となっている昆布生産の取り組みに注視するとともに、町は、当町に

おける陸上作業の人手不足などの問題等を漁業者の視点で地元意見として道

庁へ要望し、作業の効率化等の解決策等を引き続き取り組んでまいります。 

 

 

４ 養殖昆布青年部との打合せ会議の実施 

町は、令和６年１月１５日に、養殖昆布漁業に従事している漁協青年部員

との意見交換会を開催し、親の代の生産方法から転換し、新たに効率的な生

産方法へシフトすることに関して、多くの青年部員が興味を示している状況

を把握することができましたので、引き続き、今年度においても養殖昆布が

本格化する前の２月頃に改めて意見交換会を開催することとしております。 

個別での意見交換では、法人化の必要性を示している若手漁業者もいるこ

とから、町においても法人化へ向けた対策や手法等に関し、関係団体と連携

し支援してまいります。 

また、クミアイ化学工業株式会社との連携事業により実施している溶融ス

ラグによる藻場造成実証試験について、養殖昆布福島青年部の５名の漁業者

の協力をいただき、福島地区で塩釜沖及び白符沖において７㎏入りスラグを

養殖昆布の養成綱へ設置し、成長の比較試験を行っております。今後、養殖

昆布の間引き前の３月中旬、収穫前の６月中旬、収穫終了直前の８月に成長

等の検証を行うこととしております。 

  

 

５ 共同利用施設の整備による品質向上及び作業効率化について 

福島町内の昆布製品については、入札方式及び随意契約方式により契約さ

れ、昆布の集荷は、福島地区、吉岡地区それぞれ週１回、日程を決めて２日

間で行っております。このため、漁業者は集荷日に合わせた製品づくりを行

っておりますが、製品の保管場所に苦慮している現状にあります。 

このようなことから、漁業者及び漁協から共同利用できる保管施設の整備
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について強く要望されており、今後、養殖昆布漁業者の効率的な作業に有効

的な共同利用施設の整備が求められております。 

共同利用施設には、空調設備機能を備えた製品保管場所を確保することで、

漁業者は集荷日を気にせず製品づくりをすることができます。 

製品運搬についても、現在は、漁協職員と水産物検査協会職員、漁業者代

表がそれぞれの漁家を回り集荷しておりますが、施設が整備されることによ

り各漁家を回ることなく集荷は１日で終わり、品質状態が良い製品を効率的

に出荷できることによる付加価値の創出に加え、環境に優しい取り組みにも

寄与することができます。 

また、天然昆布やワカメの製品づくりは、福島漁港にある中央倉庫施設で

行っておりますが、当該施設は老朽化が進んでいることから、新たな施設の

整備は衛生面や製品の保管場所の改善にも繋がります。 

町では、このような状況を考慮し、施設整備に向けた協議を、令和７年度

から福島吉岡漁業協同組合及び関係漁業者と進めてまいります。 

 

 

６ 今後の取り組みについて 

養殖昆布漁業は、町の水産業の根幹をなす重要な産業であり、町では、引

き続き漁業者の意見や要望を的確に捉え、漁業協同組合と現状の認識を共有

したうえで、北海道や研究機関等との連携を図り進めてまいります。 

なお、この度の調査において、若い漁業者を中心に将来に向けた省力化や

協業化の必要性の認識について情報共有することができましたので、将来を

見据え昆布生産の安定とともに作業効率の向上に向けた仕組みづくりを引続

き支援してまいります。 
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